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「
今
、
被
災
地
に
一
番
必
要
な
の

は
、
自
分
た
ち
は
見
捨
て
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
実
感
だ
」
。
ア
ジ

菅波代表

ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

本
部
・
岡
山
市
）
代
表
の
哲
波
茂
さ

ん
（
5
8
）
は
訴
え
る
。
「
野
村
房
代
」

菅波･ＡＭＤＡ代表

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
設
立
か
ら
2
1
年

の
間
に
、
世
界
2
8
力
国
に
支
部

を
設
置
す
る
ま
で
活
動
拠
点
を

広
げ
て
き
た
。
ス
’
マ
ト
ラ
沖
大

て
い
る
。
そ
の
運
動
を
根
っ
こ

の
部
分
で
支
え
て
い
る
の
は

　
「
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
」
と

い
う
相
互
扶
助
の
精
神
だ
。
今

　
菅
肢
さ
ん
が
強
調
す
る
の

は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
の
重

要
性
だ
。
「
イ
ラ
ク
復
興
支
援

を
筆
頭
に
、
日
本
は
こ
れ
ま
で

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
伴
う
支
援
が
重
要
」

地
塀
で
は
、
そ
の
国
際
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
日
本

を
合
め
た
1
0
力
国
か
ら
ス
タ
ッ

フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地

に
入
っ
て
医
療
支
援
を
展
開
し

回
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
寄
せ
ら
れ
た

募
金
の
３
分
の
Ｉ
は
、
阪
神
大

震
災
で
被
害
に
あ
っ
た
兵
庫
県

か
ら
送
ら
れ
た
も
の
だ
と
い

う
。

メ
ッ
ヤ
ー
ジ
性
の
な
い
金
銭
援

助
に
終
始
し
て
き
た
。
そ
の
結

果
日
本
が
築
い
た
の
は
『
金
持

ち
の
国
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ

け
。
国
際
社
会
に
お
い
て
説
明

の
な
い
親
切
は
危
険
以
外
の
何

も
の
で
も
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

　
で
は
、
ど
う
や
っ
て
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
る
か
。
被
災
地
や

被
災
者
を
直
接
知
ら
な
く
て

も
、
被
災
国
に
住
む
友
人
・
知

人
、
企
業
な
ど
自
分
が
持
っ
て

い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限

に
使
っ
て
励
ま
し
や
お
悔
や
み

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
関
心

を
表
す
こ
と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
て
情
報
収
集

し
、
金
銭
、
物
資
面
で
の
援
助

を
行
う
こ
と
。
「
友
人
、
隣
人

と
し
て
、
『
困
っ
た
時
は
お
互

い
様
』
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ

と
が
大
切
だ
」
と
話
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
地
震
で
心
に

傷
を
負
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
心

の
ケ
ア
に
役
立
て
よ
う
と
、
被

災
地
に
絵
本
を
贈
る
運
勣
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
も
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
被
災
地
支

援
の
一
環
だ
。
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